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神奈川あいさつ一新運動
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や心のまち

平成19年度 か ながわ安全 安 いまちづくり 「標鯖」 「ポスター」コンクール入貫作品が決定しました !

「迫商の輪 増やす芦かけ 減38B乗 J
「標語」コンクール 最 優秀貫 川 崎市立生日tp学校 2年 生 熊 谷 実 理

言」知事を囲んで 「標語Jコ ンクール入員言の讐さん (写真左)と 「ポスターJコ ンクール八員者 (写真石)の皆さ方チ
(10日 200 わ ▼よカツ,労働ブラザにて)

小学生低草年の部 最 優秀草

小日原市立桜キ小学校  1年 生

壱日 ― 槻

」ヽ学生高学年の郡 最 優禿員
二宮町立二目小学校 6年 生

岸 吾 話

中学生の=F  最 優秀自

横浜市立笹下中事伎 3年 生

吉同 仁 槽

豹施惨誓

輩ケひ餞練テ

「ポスター」コンクール 最 優秀賞受賞作品
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 安 全で安心なまちづくりを広めるために、親しみやすい 「標語」と 「ポスター」を募集した結果、 1面 及び下

記の作品が入賞しました。これらの作品は安全 安 心まちづくりの普及啓発に広く活用してきます。

く小学生の部>

見まもつて ぼ くらが元気に 帰 る道

あいさつが あ 8、れる日]よ ど ろぼうゼロ

く中学生の部>

あいさつは 今 日からできる 防 犯運動

犯罪を 近 寄らせない 地 域の団結

く高機 。一般の部>

「あいさつJで  広 がる人の輪 防 犯網
パ トロール ー 歩一歩が NO犯 罪

(平塚市立松延小学校  3年 生

(南足桐市立岡本小学校 3年 生

01崎 市立生回中学校  2年 生

(箱根町立湯本中学校  3年 生
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伊勢原市立竹園小学校

5年生 佐 野 亮 太朗

曇豊。電毒恵建浜夢択電)宅》《多り壇動劉(1明11日～20Bj
たてされのご協力・ご参加あ3Jがとうごぜいました !
]〇月1]日～20日は 「神奈川県犯罪のない安全 安 心まちづくり推進条例Jに おいて定められている安全 安 心まちづ

くり旬間です。期間中は防うBこ関する次のような催しを実施しました。

く小学生低学年の部> <J嘩 生高学年の部>

横浜市立荏子田小学校

1年生  児 童

く中学生の部>

座間市立相模中学校

2年生 栄  綾 乃

1安 全 ・
費心まうづくう活動交揃合

10月 20口  か ながわ労働フラザにて 安

全 安 心まちづくり活動交流会を開催しま

した。第 1部では 「標語」 「ポスターJコ

ンクールの表彰式 第 2部 では日本女子大

学清永寅二教授による基調震演 算 3部 で

は自主防犯活動団体の皆さんによる活発な

意見交換会が行われました。

田県内一斉崎犯パトロール

旬間中に実施した県内一斉防犯パ トロール

でよ 延 べ約 2万 4千人の方にこ参加しヽた

ださました。]0月 ]]国  大 和駅周辺にて

行つた旬間開会式とメインパ ト回―ルには

松沢知事 田 端県警察本部長 大 木大和市

長が参加しました。

|か な が わ 崎 犯 フ ェス テ ィパ ル

]0月 ]314国 の両国 横 浜みなとみらい

21地 区のクイーンズサークルにて開催し

ました。くらし安全指導員による誘拐防止

教室を始め 県 立岩戸高戒吹案楽部の漠奏

や大声コンテスト ク イズラリー ミ ニ自

パイ記念写真撮影などを行い 多 くlr2方に

ご来場いただきましたt
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定員
00名

定曳
30名

定員
30名

定勇
●0名

行事名 (第0回 地域安全マップ講座) 仁 所 氏 名 電 話番号 FAX番 号 参 加人数 (複数の場合は氏名も)を 明記
の上 各 回の開催日の 10日 前までに電話 FAX ま たよホームページの間い合わせフォームにて 神 奈川県安全
安心まちづくりIE進課 (安全 安 心まちづくリセンター)ま でお申し込みください。
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「地域安全マップ」は、子どもたちが実際にまちを歩いて、地域の危険箇所を確認し、集めた情報をマップに記載する
ことで、危険予演J 回避能力を向上させる効果があるといわれています。神奈川県犯罪のない安全 安 心まちづくり推
進協議会では、神奈川県と協力し 地 域安全マップの作製を実習する講座を開催します。この機会に皆さんもチャレン
ジしてみませんか?

第 1 回

第 2回

第 3回

第4回

日時

颯所

日時

堀所

日時

場所

日時

場所

12月 1日 (日) 9時 30分 ～ 15時 30分

穏浜市立南山日小学校 (横浜市都範区南山田2‐27‐1)
市営地下鉄センターJt創下車 東 急バス東山国営業所行 大 書寺下草 5分

' 月 2 6日 (土) 9時 3 0分 ～ 1 5時 3 0分

相模原市立中野小学校 (相侵原市津久井町中野6 0 0 )
JR 京二橋本駅下車 神奈中パスニヶ木行 相槙中野下車3分

1月 2 7日 (日) 1 3時 0 0分 ～ 1 6時 3 0分

高澤市民館 〔川崎市西澪区溝口1‐4‐1 )
UR武 蔵溝ノロ駅 東 急田園都市緑活の回観下草 2分

2 月 9日 (土) 0時 3 0分 ～ 1 5時 3 0分

厚木市立睡含南公民館 く層木市重回北 t‐1 8‐3 3 )
小日急本厚木駅下車 神 奈中パス松蓮寺行 妻 田案師下車 5分
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「悲しみを 希 望にかえる 社 会のきさえ」
11月25日 から12月 1日は 「犯罪概書者週間」です

● 「犯罪被害者週間Jは  期 間中の集中的な啓発事業等の実施を通じて 犯 罪被害者寺が置かれている状況や犯罪被害者
等の名誉又は生活の平穏への配慮の重要性等について、国民の理解を深めることを目的とするものです。

●期間中 県 や国では、犯罪被言者の方々への理解を促進し 何 ができるか考える契機となるよう い ろいろな行事を行
います。皆様の参カロをお待ちしております。

日 時 行 事 名 場 所 勤 口申込 申し込抄 問 い含わせ先
]1/2フ

(火)

1330～
16150

犯罪被害者
支援シンポジウム

はまさんホールヴィアマーレ
(横浜市面区みなとみらい3-1-1)

]1/控 まで
県 安全 費心まちづくり推進擦
「EL 045-210-3511

i1/30

(金)

14100～
16!00

犯罪破書き
支援キャンペーン

横浜駅東口新都市プラザ
(横浜駅東口そこう前広場)

参力回自由
認定NPO法 人
神剰 被害者支援センター

TEL 048-430-5070
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1330～

17:30
犯罪被書吉週間
国民のつさい (中央大会)

学術絡合センターー橋記念講堂
〔東京都千代田区―ツ橋2-]― D

11/22ま で
内閣府  「犯罪紙書者週間
国民のつどいJ事 務局
TEL 03-5294-2700

Xシ ンポジウムは 定 員に満たなしヽ場合 前 日まで申し込みを受け付ける場合があります。詳細は お 問い合わせください。

●被害者への理解を深めるために

犯罪等の被害者は 犯 罪そのものによる直接的な被書だけでtJく 被 害後に生じる様々な問題に言じめられます。

例えば

精神的ショックを受けたり 身 体の具合が悪くなる。

医療費の負担や働けなくなることにより、経済的に吉しくなる。

授査や裁判等の過程での精神的、時間的負担がつらく感じる。

近隣の無責任なうわさ話やマスコミの取材 報 道等による不快感 ス トレスが増大する。

周囲の人々 よ 被 害者の心理等を理解し 責 めたり無理に励ましたりする事を避け 理 解と共感と支持が大切です。

(犯罪被言者実皆調査研究会 「犯罪被害者実態詞査報告言Jよ り)
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毬め
学区の3町内会が連携して「子ども見守り活動!J

「票山師堀内Jは 、阿の西損」、森戸海岸に画したエリアにあ19ます。このエリアにある真名瀬、

向原、森戸という3つ の町肉会では手を携えて、 「子ども見守り活動Jを 展開しています。そこで、

今回は、こうした特色ある取組みをすすめている3師 内会の会長さんにお話をうかがいました。

3阿内会の連携した活動のきつかけは、平成1フ年秋

の真名瀬日]内会が始めた 「子ども見守り活動Jで した。

同じ葉山小学校の通学路がある向原町内会と森戸阿内会

も一緒にやろうということになり、3田納 会で話し合つ

た末、平成18年 4月からスタートしました。

とにかく、出来ることからやってみようということで、

はじめの頃は、見守る恨Jも討行鎗誤の連続だったようで、

下校時に児茎と一緒に歩こうとしても、 「悪いおじさんJ

「変なおじさんJと 間違われて逃げられたこともあつた

そうです。しかし、日を追うにつれて、見守り活動も浸

透し、児童に顔を覚えられ、いつもの場所で見守つてい

ると安心してくれるようになりました。最近では、 「お

帰りなさい」と声をかけると、あちこちから 「ただいま」 「こんにちはJと いう元気な声が返つ

てくるようになりました。

3阿内会では、 「子ども見守り活動Jを はじめとした自主防犯活動に取り組むことで、波及効

果があつたようです。 「活動していて、こういうのはうれしいねどJ「地域の交流になつているね。」

というお話があつたのは、あいさつする人が増えたことで、顔見矢0りだけでなく、あまり知らな

かつた方や新住民の方からも声がかかるようになつたそうです。

こうした輸が広がって、 19年 度には、菜山町の全町

内会 自 治云が防犯の啓発活動あるいはパ トロール活動

等を実施するようになり、葉山署のお話でも、 「阿民の

パ トロール活動等のおか|ザもあって、犯罪件数が大幅に

減っている。Jと いうことでした。

こうしたお話も参者にへ曽さんの地域でも、是非、防

犯活動の輸を広げてください。
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写真左から

森戸町内会長  衣 原 長男さん

真名瀬町内会長 矢 島 昌一さん

向原町内会長  植 村 英 さ ん


